
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2026年3月 Vo.2 

☆「働き方改革に向けたアンケート」実施しました☆ 

アンケート速報 

「教職員の働き方改革に向けたアンケート」を、２月６日（金）から２０日（金）の期間で実施しました。対象者

4,237人中3,401人（80.3％）の教職員の皆様に回答していただきました。アンケートにご協力いただき、あり

がとうございました。 

昨年度のアンケートは、令和８年度から実施の「第３期 学校改革！教職員の時間創造プログラム」策定に活用

させていただきました。（プログラムの詳細は後日お知らせいたします） 

今回のアンケート結果も、プログラムの取組に反映させるなど、今後の働き方改革に活用していきます。 

「その他」の内容 
・休み（年休）を取りやすくなった 
・帰れる日は帰ろうと、自分の意
識が変わってきた 
・仕事を持ち帰らないために、時
間を効率よく活用する方法を模
索し、意識改革できた 

勤務時間の「繰上げ・繰下げ」勤務を活用したことに関する記述について、 
〇自分の時間をもてる日ができた 
〇保育園送迎に使うことが可能になり、気持ちが軽くなった 
〇朝夕の渋滞を避けて通退勤でき、時間と精神の余裕ができた 
など、効果的に活用している意見がありました。 
一方、「学校によって活用状況に差がある」という意見もあり、全教職員が、勤
務時間の選択ができるように、活用事例を紹介するなどしていきます。 

（最終的には５月に公表予定です） 

 

目標達成！ 

「第２期 学校改革！教職員の時間創造プログラム」における 

目標４「心のゆとりや自分の時間が増えた等と感じた教職員の割合６０％以上」について 

今回、初めて調査した項目について 

これまでの働き方改革の取組により、調査依頼初めて６０％を超えました。しかし、「忙しさは変わらない」「実感が
ない」など、効果を感じていない教職員もいます。文科省が示した３分類をもとに学校および教師の業務見直しをさ
らに進めていき、教職員が心身の健康を保ち、ゆとりをもって業務にあたれるようにしていきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回、初めて調査した項目について 

「これまでの働き方改革の効果」について 

 

最も効果的だという意見は、「通知表」に関してでした。 
 〇通知表が年３回から２回になったことで、時間に余裕ができた   
〇１学期と２学期の学期末に、通知表作業がなくなり、授業の準備が落ち着いてできるようになった 
などの意見が多かったです。 

 しかし、「もっと働き方改革を進めて欲しい」という意見もあるため、今回のアンケートで寄せられた意見を参
考に教職員の働き方改革を進め、子どもたちへのより良い教育の実現を目指していきます。 

［発行］  熊本市教育委員会事務局 教育総務部 教育改革推進課  
TEL：（０９６）３２８－２７０８ 

熊本市教育委員会 働き方改革 

文科省が 2025年 1月に公表した「教師の働きやすさ・働きがい実現プラン」に、学校における働き方改革
の施策の１つとして勤務間インターバルの導入促進が盛り込まれました。しかし、学校現場においてはまだ認
知度は高くないようで、今回のアンケートで知った人も多かったようです。 

※「各種システムの導入」とは、 

校務支援システム、徴収金システム、だっこくん（出

退勤アプリ）、すぐーる（学校保護者間連絡アプリ）

などです。 

管理職・教諭等 

【問１】勤務間インターバル制度をしっているか     【問２】勤務間インターバル制度を守れているか。 

※ 


